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出
拠

『
正
像
末
和
讃
』（48

首
）
（
『
聖
典
全
書
』
２
、
４
９
２
）

不
思
議
の
仏
智
を
信
ず
る
を

報
土
の
因
と
し
た
ま
へ
り

信
心
の
正
因
う
る
こ
と
は

か
た
き
が
な
か
に
な
を
か
た
し

『
本
典
』

「
信
文
類
」
三
一
問
答
は
じ
め

（
『
聖
典
全
書
』
２
、
７
９
）

涅
槃
ノ
真
因
ハ
唯
信
心
ヲ
以
テ
ス
。

「
信
文
類
」
法
義
釋
信
楽
釋

（
『
聖
典
全
書
』
２
、
８
３
）

斯
ノ
心
者
ハ
即
如
来
ノ
大
悲
心
ナ
ル
ガ
故
ニ
必
ズ
報
土
ノ
正
定
之
因
ト
成
ル
。

「
正
信
偈
」
天
親
章
（
『
聖
典
全
書
』
２
、
６
３
）

正
定
之
因
唯
信
心

『
末
灯
鈔
』（
一
）
（
『
聖
典
全
書
』
２
、
７
７
７
）

信
心
の
定
ま
る
と
き
往
生
ま
た
定
ま
る
な
り
。

『
口
伝
鈔
』
下
（
十
六
）
信
の
う
へ
の
称
名
の
事
（
『
聖
典
全
書
』
４
、
２
７
６
）

平
生
に
善
知
識
の
を
し
へ
を
う
け
て
信
心
開
發
す
る
き
ざ
み
、
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す
と
た
の
み
な
ん
機

は
、
ふ
た
ゝ
び
臨
終
の
時
分
に
往
益
を
ま
つ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
そ
の
の
ち
の
稱
名
は
、
佛
恩
報
謝
の
他
力
催

促
の
大
行
た
る
べ
き
條
、
文
に
あ
り
て
顯
然
也
。

『
御
文
章
』
五
帖
十
通
（
『
聖
典
全
書
』
５
、
１
８
４
）

聖
人
一
流
の
御
勸
化
の
を
も
む
き
は
、
信
心
を
も
て
本
と
せ
ら
れ
候
。

釈
名信

心

■信
相

疑
い
な
く
本
願
に
随
順
す
る
心
で
あ
り
、
自
力
心
を
は
な
れ
て
「
本
願
他
力
を
た
の
む
」
心

信
体

真
実
。
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
。

①
無
疑

「
信
文
類
」
三
一
問
答

字
訓
釈
（
『
聖
典
全
書
』
２
、
８
０
）

ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
疑
蓋
間
雑
な
き
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
を
信
楽
と
名
づ
く
。

「
同
」

法
義
釋
信
楽
釋
（
『
聖
典
全
書
』
２
、
８
３
）

次
に
信
楽
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
如
来
の
満
足
大
悲
円
融
無
碍
の
信
心
海
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
疑
蓋
間
雑
あ

る
こ
と
な
し
。
ゆ
ゑ
に
信
楽
と
名
づ
く
。

『
唯
信
鈔
文
意
』（
『
聖
典
全
書
』
２
、
６
８
３
）

信
は
う
た
が
ひ
な
き
こ
こ
ろ
な
り

②
信
順

「
信
文
類
」
大
信
釈
引
文
（
二
河
譬
）（
『
聖
典
全
書
』
２
、
７
７
）

二
尊
の

意

に
信
順
し
て

お
ん
こ
こ
ろ

信心正因ノート 2025/07/27更新
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『
銘
文
』（
『
聖
典
全
書
』
２
、
６
５
５
）

「
言
南
無
者
」
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
帰
命
と
申
す
み
こ
と
ば
な
り
、
帰
命
は
す
な
は
ち
釈
迦
・
弥
陀
の
二
尊

の
勅
命
に
し
た
が
ひ
て
召
し
に
か
な
ふ
と
申
す
こ
と
ば
な
り
、

③
た
の
む

「
行
文
類
」
行
信
利
益
（
『
聖
典
全
書
』
２
、
４
９
）

仰
い
で
斯
を
憑
む
べ
し
。

「
信
文
類
」
明
所
被
機
（
逆
謗
摂
取
釋
）
（
『
聖
典
全
書
』
２
、
１
２
４
）

大
悲
の
弘
誓
を
憑
み

（
信
の
和
語
）

『
唯
信
鈔
文
意
』（
『
聖
典
全
書
』
２
、
６
９
９
）

本
願
他
力
を
た
の
み
て
自
力
を
は
な
れ
た
る
、
こ
れ
を
「
唯
信
」
と
い
ふ
。

『
正
像
末
和
讃
』

( 82
)

仏
智
う
た
が
ふ
つ
み
ふ
か
し

こ
の
心
お
も
ひ
し
る
な
ら
ば

く
ゆ
る
こ
こ
ろ
を
む
ね
と
し
て

仏
智
の
不
思
議
を
た
の
む
べ
し

④
真
実

「
信
文
類
」
字
訓
釈

信
楽
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
真
実
誠
満
の
心
な
り

⑤
ま
こ
と

『
最
要
鈔
』
覚
如
（
『
聖
典
全
書
』
４
、
３
４
３
）

こ
の
信
心
を
ば
、
ま
こ
と
の
こ
ゝ
ろ
と
よ
む
う
へ
は
、
凡
夫
の
迷
心
に
あ
ら
ず
、
ま
た
く
佛
心
な
り
。
こ
の
佛
心

を
凡
夫
に
さ
づ
け
た
ま
ふ
と
き
、
信
心
と
い
は
る
ゝ
な
り
。

正
因

■正
直
䢨
䢪
邪

正
当

契
当

か
な
う

因
種
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義
相一

第
十
八
願
文
お
よ
び
成
就
文
に
よ
っ
て
信
心
正
因
の
義
意
を
窺
う

■本
願
文

機
受
の
全
相

三
心
十
念
䢪
若
不
生
者

成
就
文

機
受
の
極
要

信
心

䢪
即
得
往
生

乃
至
＝
一
多
包
容
＝
称
名
の
遍
数
は
非
因

聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至
一
念

名
号
を
聞
く
＝
信
心
歓
喜

受
法

至
心
廻
向

（
信
心
も
利
益
も
賜
っ
た
も
の
）

願
生
彼
国

（
信
心
歓
喜
の
言
い
換
え
）

得
益

即
得
往
生
住
不
退
転

現
生
の
利
益
（
即
時
に
正
定
聚
の
位
に
即
位
す
る
）

二

信
心
の
徳
義
に
つ
い
て
正
因
の
義
意
を
窺
う

■

①
悲
智
円
具
の
仏
心
（
三
心
一
心
）

□Ｑ

信
心
は
な
ぜ
正
因
と
な
る
の
か
。

Ａ

如
来
の
大
悲
心
な
る
が
故
に
。

「
信
文
類
」
法
義
釋
信
楽
釋

（
『
聖
典
全
書
』
２
、
８
３
）

当
体
全
是

斯
ノ
心
ハ
即
如
来
ノ
大
悲
心
ナ
ル
ガ
故
ニ
必
ズ
報
土
ノ
正
定
之
因
ト
成
ル
。

衆
生
の
心

如
来
四
無
量
心(

仏
性)

Ｑ

「
報
土
ノ
正
定
之
因
」
と
は
？

Ａ

往
生
の
因
。

Ｑ

成
仏
の
因
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

Ａ

往
生
即
成
仏
。
仏
心
を
円
具
す
る
が
故
に
。

Ｑ

仏
心
を
円
具
す
る
模
様
如
何
。

Ａ

如
来
よ
り
回
向
さ
れ
た
悲
智
円
具
の
仏
心
。

至
心

清
浄
真
実
・
円
融
無
碍
な
る

智
慧
心
の
成
就
相

信
楽

悲
智
円
満
し
て
決
定
摂
取

無
疑
決
定
心
の
成
就

名
号
と
な
っ
て
回
施

欲
生

大
悲
回
向
心
の
成
就
相

（
諸
有
の
群
生
を
招
喚
し
た
ま
ふ
の
勅
命
）

斯
の
心
＝
決
定
摂
取
の
勅
命
を
疑
い
な
く
聞
き
受
け
て
い
る
心

す
な
わ
ち

如
来
の
無
疑
決
定
心
が
衆
生
の
信
楽
と
な
っ
て
い
る
。

信心正因ノート 2025/07/27更新
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し
た
が
っ
て

こ
の
信
楽
は
如
来
が
衆
生
往
生
の
因
と
し
て
成
就
し
た
智
慧
と
慈
悲
の
徳
が
円
備
さ
れ
て
い
る
。

よ
く
往
生
成
仏
の
因
種
と
な
る
。

②
弥
勒
と
同
体
の
金
剛
智
だ
か
ら
成
仏
の
因
と
な
る
（
便
同
弥
勒
）

□
③
自
利
成
就
（
願
作
仏
心
）
・
利
他
成
就
（
度
衆
生
心
）

□
如
実
の
大
菩
提
心

④
仏
性
と
い
う
広
大
な
徳
を
持
っ
て
い
る
（
信
心
仏
性
）

□
三

名
号
正
定
業
、
称
名
正
定
業
と
信
心
正
因
と
の
関
係

■

名
号
と
称
名
と
信
心
を
適
示
し
て
い
る
の
は

□『
論
註
』
起
観
生
信
章

讃
嘆
門

名
号

称
名

信
心

正
定

曇
鸞

智
慧
の
相

称
彼
如
来
名

如
実

二
知
（
実
相
身
が
智
慧
）
仏
果
に
向
か
っ

帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来

三
心

て
不
退
転
正
定

破
闇
（
無
明
を
破
る
）

不
如
実

二
不
知
三
不
信

聚

終
吉

雑
行

非
往
生
行
を
往
生
行
に

終

二
種
深
信

往
生
が
決
定

正
行

助
業

前
三
後
一

吉

信
疑
決
判

本
願
の
若
不
生

正
定
業

第
四
称
名

者
に
依
る

順
彼
仏
願
故
・
依
仏
本
願
故

宗
祖

論
註
を
承
け
て

破
闇
（
無
明
を
破
る
の
は
智
慧
）
信
心
の
智
慧
（
如
実
の

現
生
に

智
慧
の
結
晶
で
あ
る
よ
う

智
慧
の
念
仏

称
名
と
組
み
合
う
信
心

成
仏
決
定

な
名
号

は
智
慧
が
発
っ
て
い
る
）
信
は
仏
智
円
備

Ｑ

名
号
と
称
名
と
信
心
は
別
の
も
の
か
。

Ａ

名
号
が
衆
生
の
上
で
信
心
と
な
り
称
名
と
な
る
か
ら
別
の
こ
と
で
は
な
い
。

Ｑ

違
い
目
は
？

Ａ

名
号
正
定
業

法
の
側
で
正
定
聚
に
住
す
る
力
用
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。

称
名
正
定
業

終
吉
は
機
受
を
乃
至
十
念
の
称
名
で
語
り
、
往
生
決
定
す
る
行
業
を
称
名
で
あ
る
と
定
め
た
。

宗
祖
は
論
註
を
承
け
て
、
智
慧
の
結
晶
で
あ
る
よ
う
な
名
号
の
、
破
闇
の
は
た
ら
き
を
、

（
機
受
の
全
相
）
智
慧
の
念
仏
・
信
心
の
智
慧
と
し
て
機
受
を
語
る
。

信
心
正
因

（
機
受
の
極
要
）
名
号
領
受
の
信
心
の
時
、
仏
智
領
受
で
あ
る
か
ら
仏
因
円
満
す
る
。

Ｑ

仏
智
が
ど
う
し
て
正
定
聚
と
な
る
の
か
。

Ａ

智
慧
は
無
明
の
闇
を
破
る
。
弥
勒
菩
薩
の
元
品
の
無
明
を
破
る
智
慧
と
同
体
。
金
剛
智
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
成
仏
決
定
す
る
。

「
信
文
類
」
便
同
弥
勒
釋
（
『
聖
典
全
書
』
二
巻103

頁
）

弥
勒
大
士
は
等
覚
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
竜
華
三
会
の
暁
、
ま
さ
に
無
上
覚
位
を

信心正因ノート 2025/07/27更新
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極
む
べ
し
。

念
仏
の
衆
生
は
横
超
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
臨
終
一
念
の
夕
べ
、
大
般
涅
槃
を
超

証
す
。
ゆ
ゑ
に
便
同
と
い
ふ
な
り
。

正
定
業
と
は名

号

「
正
信
偈
」
本
願
名
号
正
定
業
」

称
名

上
述

（
古
来
の
説
）

Ｑ
な
ぜ
称
名
が
往
生
業(

正
定
業)

な
の
か

①
正
選
定
の
業

「
順
彼
仏
願
故
」「
依
仏
本
願
故
」

②
正
決
定
の
業
因

勝
易
二
徳
の
ゆ
え
に

勝

名
号
は
万
徳
の
所
帰

易

一
切
に
通
ず

平
等
の
慈
悲

一
念
一
無
上

十
念
十
無
上

行
為
に
価
値
は
な
い

信
後
の
称
名
は
何
物
か

③
正
定
聚
者
の
行
業

意
は

「
憶
念
弥
陀
仏
本
願

自
然
即
時
入
必
定

唯
能
常
称
如
来
号

応
報
大
悲
弘
誓
恩
」

念
仏
為
本
と
信
心
正
因

法
然
聖
人
の
念
仏
為
本

乃
至
十
念
を
機
受
と
し
て
語
る

し
か
し
能
称
の
功
を
因
と
し
な
い
。
名
号
を
因
体
と
す
る
。

ゆ
え
に
信
疑
決
判
・
信
心
正
因
と
相
違
し
な
い
。

（「
称
名
生
因
」
＝
念
仏
為
本

行
文
類
の
立
場
）

『
銘
文
』
末

（
『
聖
典
全
書
』
二
巻640

頁
）

安
養
浄
土
の
往
生
の
正
因
は
念
仏
を
本
と
す
と
申
す
御
こ
と
な
り
と
し
る
べ
し
。
正
因
と
い
ふ
は
、
浄

土
に
生
れ
て
仏
に
か
な
ら
ず
成
る
た
ね
と
申
す
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
巻642

頁
）

「
正
定
之
業
者
即
是
称
仏
名
」
と
い
ふ
は
、
正
定
の
業
因
は
す
な
は
ち
こ
れ
仏
名
を
と
な
ふ
る
な
り
。

正
定
の
因
と
い
ふ
は
、
か
な
ら
ず
無
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
た
ね
と
申
す
な
り
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
巻646

頁
）

聖
覚
和
尚
の
の
た
ま
は
く
、
「
わ
が
浄
土
宗
は
、
弥
陀
の
本
願
の
実
報
土
の
正
因
と
し
て
、
乃
至
十
声

・
一
声
称
念
す
れ
ば
無
上
菩
提
に
い
た
る
と
を
し
へ
た
ま
ふ
、
善
導
和
尚
の
御
を
し
へ
に
は
、
三
心
を

具
す
れ
ば
か
な
ら
ず
安
楽
に
生
る
と
の
た
ま
へ
る
な
り
」
（
唯
信
鈔
・
意
）

信心正因ノート 2025/07/27更新
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（
因
み
に
）
信
心
正
定
業
と
い
う
説
が
あ
る
が
こ
れ
は
取
ら
な
い
。

『
一
念
多
念
文
意
』
（
『
聖
典
全
書
』
二
巻671

頁
）

「
是
名
正
定
之
業
、
順
彼
佛
願
故
」
と
い
ふ
は
、
弘
誓
を
信
ず
る
を
、
報
土
の
業
因
と
さ
だ

ま
る
を
、
正
定
の
業
と
な
づ
く
と
い
ふ
、
佛
の
願
に
し
た
が
ふ
が
ゆ
へ
に
と
ま
ふ
す
文
な
り
。

こ
の
「
弘
誓
を
信
ず
る
」
は
「
一
心
専
念
弥
陀
名
号
行
住
座
臥
不
問
時
節
久
近
」
と
い
う
称
名
正
定
業

と
い
う
仏
願
の
内
容
を
信
じ
て
い
る
相
で
あ
る
。

四

信
心
正
因
の
所
顕

■所
顕
①

称
名
念
仏
は
正
因
で
は
な
い

所
顕
②

第
十
九
願
第
二
十
願
は
行
が
必
要
。
第
十
八
願
は
唯
信
独
達
。
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